
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

バ
ム
鉄
道
敷
設
　 

岡
山
県
　
大
水
操
　 

私
は
鶴
に
な
り
た
い
。

零
下
三
十
度
の
寒
空
を
南
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
る
あ
の
鶴

の
一
団
は
、
毎
晩
夢
に
見
る
故
国
へ
飛
ん
で
行
く
の
だ
ろ
う
。

あ
あ
帰
り
た
い
。
郷
里
、
両
親
、
兄
弟
を
思
い
、
涙
が
滂
沱
と

し
て
ほ
お
を
ぬ
ら
す
。
あ
あ
帰
国
し
た
い
、
帰
り
た
い
。

時
は
昭
和
二
十
三
年
一
月
、
反
動
分
子
と
し
て
私
は
第
一
地

区
サ
ラ
ワ
ッ
カ
第
二
一
八
懲
罰
分
所
よ
り
第
四
地
区
バ
ム
鉄
道

建
設
地
ウ
ル
ガ
ル
四
一
〇
分
所
に
転
出
。
五
月
ま
で
四
一
〇
分

所
分
遣
隊
ウ
ル
ガ
ル
貨
物
倉
庫
に
作
業
員
と
し
て
勤
務
。
責
任

者
東
京
出
身
宮
原
軍
曹
、
北
九
州
出
身
「
イ
ツ
キ
」
軍
曹
で
、

約
三
十
人
く
ら
い
と
思
う
。

一
般
ソ
連
市
民
、
抑
留
日
本
人
の
糧
秣
貨
車
お
ろ
し
、
積
み

込
み
作
業
を
し
た
。
荷
お
ろ
し
が
主
で
あ
っ
た
が
、
何
分
冬
季

で
毎
日
零
下
三
十
度
、
四
十
度
で
、
凍
り
つ
く
寒
さ
の
中
で
ぼ

ろ
ぼ
ろ
の
ロ
シ
ア
服
、
粗
末
な
手
袋
。
小
麦
は
三
十
ト
ン
車
ば

ら
積
み
、
扉
の
下
面
に
十
セ
ン
チ
く
ら
い
の
正
方
形
の
穴
、
こ

れ
よ
り
麻
袋
を
受
け
六
十
キ
ロ
ほ
ど
入
れ
、
板
坂
の
二
階
製
粉

所
へ
担
ぎ
上
げ
る
。
や
せ
細
っ
た
体
で
ふ
ら
ふ
ら
で
、
も
う
こ

こ
で
死
か
。
死
に
た
く
な
い
、
無
念
だ
、
涙
が
ポ
タ
リ
。
情
な

い
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
目
に
遭
う
の
か
。
あ
あ
一
目
両
親
に
会

い
た
い
。
し
か
し
、
も
う
会
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

昭
和
十
六
年
二
月
、
現
役
入
隊
し
て
よ
り
八
年
目
、
自
分
の

年
を
数
え
て
み
る
と
二
十
八
歳
。
こ
こ
ウ
ル
ガ
ル
で
最
後
か
。

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
残
念
無
念
だ
。
ふ
と
上
空
を

見
上
げ
る
と
、
寒
空
に
ザ
ー
っ
と
物
す
ご
い
羽
音
、
鶴
の
大
群

が
南
を
指
し
て
飛
ん
で
行
く
。
あ
あ
鶴
に
な
り
た
い
。
そ
し
て

一
路
南
の
故
国
に
飛
ん
で
帰
り
た
い
思
い
で
、
涙
が
流
れ
る
。

振
り
返
る
と
み
ん
な
泣
い
て
い
た
。
思
い
は
み
な
一
緒
だ
。

肉
お
ろ
し
は
、
目
を
む
い
た
牛
の
頭
だ
け
。
角
を
持
っ
て
背

負
い
地
下
倉
庫
へ
。
少
し
暖
か
く
な
っ
て
牛
の
臓
腑
お
ろ
し
に

は
閉
口
。
上
衣
の
ロ
シ
ア
服
は
脂
で
べ
た
べ
た
で
、
大
変
臭
い
。

ま
た
関
東
軍
よ
り
押
収
し
た
み
そ
だ
る
を
お
ろ
す
と
、「
こ
れ



は
何
だ
」
と
監
督
は
言
う
。
我
々
は
た
る
を
あ
け
て
「
日
本
人

の
大
便
だ
」
と
言
う
と
、
つ
ば
を
か
け
「
捨
て
ろ
」

。
タ
コ
の

た
る
詰
め
、「
こ
れ
は
海
の
虫
だ
」「
こ
れ
も
捨
て
ろ
」
と
言
う

の
で
、
詰
め
所
に
持
ち
帰
り
、
夕
食
に
岩
塩
で
た
い
て
ご
馳
走

に
な
る
。

小
麦
の
製
粉
は
、
大
き
な
直
径
一
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
く

ら
い
の
石
う
す
。
下
う
す
は
固
定
、
上
う
す
だ
け
が
固
定
心
棒

で
回
る
。
発
動
機
は
神
戸
製
鉄
製
の
四
十
馬
力
。
昼
夜
二
交
代

制
で
、
夜
間
は
零
下
四
十
度
、
二
階
二
人
、
小
麦
を
う
す
に
入

れ
、
下
一
人
、
小
皮
ま
じ
り
の
粉
の
袋
詰
め
。
腹
が
す
く
と
、

こ
の
黒
い
粉
を
水
で
練
っ
て
丸
い
せ
ん
べ
い
に
し
て
、
煙
突
の

上
で
焼
い
て
食
べ
る
。
こ
の
皮
ま
じ
り
の
粉
だ
か
ら
黒
パ
ン
が

で
き
る
の
だ
と
ソ
連
人
が
教
え
て
く
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業

を
ウ
ル
ガ
ル
で
昭
和
二
十
三
年
五
月
ま
で
行
い
ま
し
た
。

バ
ム
鉄
道
道
床
敷
設
工
事

昭
和
二
十
三
年
五
月
よ
り
四
一
〇
分
所
第
二
中
隊
長
を
命
ぜ

ら
れ
、
ウ
ル
ガ
ル
東
方
四
キ
ロ
地
点
の
山
を
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
で

掘
り
起
こ
し
、
土
砂
を
主
に
西
方
路
線
に
貨
車
で
運
び
、
道
床

上
げ
を
し
た
。

山
は
第
二
中
隊
約
五
百
人
。
山
に
立
て
穴
掘
り
二
人
一
組
。

五
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
で
深
さ
六
、
七
メ
ー
ト
ル
掘
り
下
げ
、
底

部
へ
横
穴
を
一
メ
ー
ト
ル
掘
り
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
を
麻
袋
に
二

分
の
一
入
れ
、
導
爆
索
を
差
し
込
み
、
十
メ
ー
ト
ル
幅
で
二
線

掘
り
爆
破
。
引
込
線
で
貨
車
に
積
み
発
送
で
す
が
、
工
期
期
限

内
に
計
画
ど
お
り
進
展
し
ま
せ
ん
。
抑
留
者
は
疲
労
こ
ん
ぱ
い

で
、
作
業
監
督
中
尉
が
、
中
隊
長
の
指
導
が
悪
い
た
め
だ
と
激

怒
し
、
中
隊
長
を
穴
に
埋
め
爆
破
す
る
と
命
令
。
私
は
、
中
隊

員
は
連
日
の
強
行
作
業
で
体
は
や
せ
細
り
ふ
ら
ふ
ら
で
あ
り
、

無
理
を
す
る
な
、
生
き
長
ら
え
て
何
が
何
で
も
故
国
に
帰
り
つ

こ
う
と
激
励
し
て
回
っ
た
。
そ
し
て
作
業
の
お
く
れ
は
私
の
責

任
だ
か
ら
穴
に
生
き
埋
め
に
し
て
爆
破
し
て
く
だ
さ
い
、
覚
悟

し
て
い
ま
す
と
、
監
督
中
尉
に
申
し
出
ま
し
た
。
こ
れ
も
お
ど

し
で
し
た
。

強
行
な
ノ
ル
マ
、
穴
掘
り
作
業
で
疲
れ
果
て
て
帰
り
、
夕
食

を
済
ま
せ
就
寝
中
ま
た
ま
た
貨
車
の
土
砂
お
ろ
し
で
作
業
出

動
。
外
は
真
っ
暗
、
吹
雪
模
様
。
三
十
ト
ン
無
蓋
車
に
ス
コ
ッ

プ
を
持
っ
て
二
人
ず
つ
乗
車
し
て
、
土
砂
を
両
側
に
お
ろ
す
。

零
下
三
十
度
、
体
も
凍
り
つ
く
。
昼
間
の
作
業
で
疲
れ
て
い
る



体
、
も
う
死
ん
で
も
よ
い
、
い
や
、
死
に
た
く
な
い
。
故
国
に

た
ど
り
着
く
ま
で
は
と
、
元
気
を
取
り
戻
し
て
お
ろ
す
。

も
う
夜
中
の
十
二
時
、
貨
車
お
ろ
し
が
済
む
と
下
の
線
路
上

の
掃
除
。
土
砂
が
あ
る
と
脱
線
す
る
か
ら
、
私
が
各
車
を
見
回

り
し
て
、
終
了
引
き
揚
げ
の
指
示
を
し
た
折
、
収
容
所
内
日
本

人
大
隊
副
官
某
軍
曹
来
た
り
、
線
路
掃
除
や
り
直
し
と
指
示
す

る
。
私
は
終
了
で
あ
る
と
宣
言
、
副
官
と
大
げ
ん
か
。
果
て
は

暗
夜
吹
雪
の
線
路
上
、
中
隊
員
の
見
て
い
る
前
で
、
貴
様
日
本

人
か
、
同
胞
を
一
人
で
も
多
く
故
国
の
土
を
踏
ま
す
の
が
我
々

の
責
任
だ
ぞ
、
貴
様
は
こ
の
場
で
ぶ
ち
殺
し
て
や
る
と
、
大
格

闘
。

ソ
連
軍
警
戒
兵
や
作
業
監
督
ら
が
駆
け
よ
り
仲
裁
に
入
り
、

一
応
終
了
。

こ
の
件
で
我
が
中
隊
兵
は
非
常
に
私
を
信
頼
し
て
く
だ
さ

り
、
私
も
大
変
う
れ
し
か
っ
た
。

日
独
共
同
の
運
動
会
　 石

川
県
　
河
原
三
雄
　 

敗
戦
間
際
の
根
こ
そ
ぎ
動
員
で
、
補
充
兵
と
し
て
大
連
の
自

宅
か
ら
朝
鮮
軍
に
応
召
し
た
私
は
、
戦
後
も
北
鮮
に
抑
留
さ
れ

て
、
ソ
連
船
の
荷
役
作
業
な
ど
に
明
け
暮
れ
た
が
、
昭
和
二
十

二
年
七
月
、
羅
南
港
か
ら
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
経
由
の
シ
ベ
リ
ア
鉄

道
に
乗
せ
ら
れ
た
。
帰
国
の
夢
も
水
泡
に
帰
し
、
三
年
に
わ
た

る
ソ
連
抑
留
が
始
ま
っ
た
。

季
節
外
れ
の
粉
雪
が
舞
う
ウ
ラ
ル
山
脈
を
抜
け
、
貨
車
の
旅

三
十
日
目
で
下
車
し
た
と
こ
ろ
は
鉱
山
地
区
、
ア
ル
チ
ョ
モ
ス

ク
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
戦
車
の
キ
ャ
タ
ピ
ラ
を
つ
く
る
大
規

模
工
場
で
の
作
業
だ
っ
た
。

気
温
が
極
端
に
下
が
っ
て
く
る
夜
間
作
業
に
、
破
壊
さ
れ
た

溶
鉱
炉
の
れ
ん
が
を
運
び
出
す
仕
事
は
、
不
な
れ
と
心
労
と
で

辛
苦
の
連
続
で
あ
っ
た
。

三
か
月
後
、
我
々
は
さ
ら
に
西
方
に
移
動
し
、
た
ど
り
着
い




